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開饒神社での豊作祈願祭
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自主財源
430,668 千円
(13%)

国庫支出金
655,108 千円
(20%)

依存財源
2,823,796 千円
(87%)

地方交付税
1,584,211 千円
(49%)

村債
372,500 千円
(11%)

県支出金
162,523 千円
(5%)

繰越金 98,793 千円 (3%)
村　税　85,300 千円 (3%)
諸収入　59,697 千円 (2%)
繰入金 113,864 千円 (3%)
その他　73,014 千円 (2%)

その他  49,454 千円 (2%)

投資的経費
1,002,828 千円
(32%)

消費的経費
1,297,621 千円
(42%)

その他の経費
799,966 千円

(26%)

人件費
529,602 千円
(17%)

物件費
379,952 千円
(12%)

補助費等
228,508 千円
(7%)

扶助費他
159,559 千円
(5%)

災害復旧事業費
56,306 千円
(2%)

普通建設事業費
946,522 千円
(31%)

公債費
471,699 千円
(15%)

繰出費
201,186 千円
(7%)

積立金他
127,081 千円
(4%)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　

　　　　　　

人件費　　　職員給与や議員報酬など
物件費　　　消耗品などの購入経費など
補助金等　　各種団体への補助など
扶助費他　　手当や支援など

消費的経費　任意に削除できない経費

災害復旧事業費　災害復旧に使われたお金
普通建設事業費　建設事業に使われたお金

投資的経費　支出の効果が将来に残る経費

公債費　　　借金の支払い
繰出金　　　特別会計へ繰り出したお金
積立金他　　預金利子ほか

その他の経費　上記二つの経費以外の経費

(A)  歳入総額 32 億 5,446 万 4 千円

(B)  歳出総額 31 億 41 万 5 千円

(C)  歳入歳出差引残額 1 億 5,404 万 9 千円 (A) － (B)

(D)  翌年度へ繰越すべき財源 8,292 万 5 千円

(E)  実質収支 7,112 万 4 千円 (C) － (D)

(F) 単年度収支 △ 369 万 6 千円 (E) －前年度の (E)

(G)  積立金 1 億 2,134 万円

(H)  繰上償還 2,780 万円

(I)  預金取り崩し額 1 億 1,300 万円

(J)  実質単年度収支 3,244 万 4 千円 (F)+(G)+(H) － (I)
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村民税
39,648 千円
(46%)

固定資産税
35,670 千円
(42%)

村たばこ税
5,835 千円
(7%)

軽自動車税
4,118 千円
(5%)
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大棚小学校（山口美帆子校長・児童 21 名）では

７月１６日に夏休み中の子ども達の海や川での

安全を守ることを目的として、水上安全教室を開催し

ました。

　講師には、海上保安庁第十管区奄美海上保安部巡視

船あまぎの溜範男通信長や潜水士など、海上保安官 4

名が来校しました。

　まず児童たちは服を着たままプールに入り、仰向け

の状態で体を浮かす練習をしました。服に含んだ水の

重さでバランスをとるのに難儀していましたが、徐々

に慣れてくると１分間は上手に体を浮かせるようにな

っていました。さらに、2 リットルの空のペットボト

ルを抱いて体を浮かしてみると、何も掴んでいない時

と比べて楽に体を浮かせることを発見。

　この後も、ペットボトルを用いた救助訓練や救命胴

衣の実験なども行い、子ども達はコツを上手に掴みな

がら訓練に励んでいました。

　最後に溜通信長から子ども達に「常に波のある海に

は、たとえ泳ぎが得意でも甘くみないように。海に行

くときなどは必ず救命胴衣を付け、事故がないよう安

全に過ごしてください。」と講話がありました。

第69 回県民体育大会第 56 回大島地区大会（主催：

奄美群島市町村体育協会・郡体）が７月 18・

19 日の 2 日間、奄美群島内 12 市町村において開催

されました。本村からは全 22 競技のうち 12 競技に

出場。群島各地で繰り広げられた白熱の試合結果をお

知らせします。

　大和村では、５連覇がかかったラグビーフットボー

ルが奄美フォレストポリスのふれあい広場で開催され

ました。予選から好ゲームを展開してきた大和村チー

ムでしたが、決勝戦の対奄美市戦で 22 対 19 と惜し

くも敗退し、奄美市が 5 年ぶりの優勝を飾りました。

勝利の女神が微笑んだのは、グラウンド・ゴルフ。昨

年の成績を大きく上回り７年ぶり２度目の優勝を果た

しました。

　２日間の熱戦を繰り広げた選手や大会運営に参加さ

れた関係者のみなさん、お疲れ様でした。なお、競技

の結果は以下のとおりです。

水泳（男女総合）　第 3 位 / 水泳（女子総合）　第 3

位 / バドミントン　第 5 位 / サッカー　第 5 位 / 軟

式野球　第 5 位 / ソフトボール　第 5 位 / グラウン

ド・ゴルフ　第 1 位 / ゴルフ　第 11 位 / 陸上競技　

第 10 位 / ラグビーフットボール　第 2 位

各地で熱戦！郡体開催！

海のもしもは１１８

大和村グラウンド・ゴルフチーム　２度目の優勝果たす

水難事故に備えて着衣水泳

地域女性連絡協議会（三田富喜子会長）は 7 月

11 日、大和村赤十字奉仕団研修会を開催しま

した。今回は土曜日に開かれたこともあり、地域女性

連絡協議会会員はじめ、子どもや大和中学校テニス部

の部員など約 100 名が研修に参加。非常炊き出しや

救命処置の手順、赤十字の活動について学びました。

　非常炊き出し訓練では、熱に強いポリ袋（ハイゼッ

クス）を用いて米を炊く訓練を実施。ハイゼックスは、

容器や食器が不要で箸を使わずに食べることができ、

小分けで配送、携帯など取り扱いが便利という優れも

の。しょうゆや塩で味を付け、沸騰したお湯に入れて

30 分ほど煮ればできあがりです。

　救命処置の訓練では人工呼吸、胸骨圧迫、AED の使

用手順の説明を受けた後、人形を使って傷病者の発見

から救命処置の模擬体験を行いました。胸骨圧迫は、

1 分間に 100 回のテンポという高速で連続圧迫する

ことが理想とされていますが、「うさぎとかめ」のリ

ズムにのって圧迫するとやりやすいと、講師に教えて

もらうと、子ども達は「もしもしかめよ～かめさんよ

～」と歌声を響かせながら救命処置を体験。「何度も

押すのは疲れたけど、おもしろかった」と楽しみなが

ら救命処置を学んだようです。

大和村中央公民館跡地に平成 26 年６月より大和

村防災センター本体工事の建設工事が始まり、

鉄筋コンクリート 3 階建て（一部 4 階）が平成 27 年

3 月完成しました。

　延床面積 1,860㎡、事業費は約８億円で国の社会資

本整備総合交付金事後事業を活用し、事業費の７割を

国が負担します。

　平成 22 年の奄美豪雨災害時に消防分駐所や中央公

民館が冠水し防災機能を果たせなかった教訓から、敷

地周辺を 1.5m 程度かさ上げし災害時に備えました。

また、主な施設として、一階部分に消防分駐所を併設

し、避難所や非常用発電機、備蓄倉庫を備え災害時の

対応を強化しました。さらに平時においては、村民の

健康づくりなど交流の場としての機能を拡充しまし

た。

　今年度 5 月からは外構工事が始まり、続いて消防署

解体工事、車庫建設工事などを施工し、平成 27 年 2

月頃に完成する予定です。

　なお、工事期間中は、近隣の方々には何かと不便な

こともあるかと思いますが、細心の注意を払って作業

していきますので、ご理解ご協力のほど、よろしくお

願いいたします。

「安心」と「交流」の新たな拠点

赤十字奉仕団研修会

今年度 2 月完成・来年度 4 月運用開始予定

地域女性連絡協議会など 100 名が受講
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大和村には 11 の集落があり、豊年祭は八月十五

日を祭り日とする「十五夜豊年祭」と、九月九

日を祭り日とする「クガツクンチ」の二種類に別れま

す。いずれも平日の開催では運営が困難なため、直近

の日曜日に引き寄せて開催しています。９月 27 日（日）

には、津名久・大和浜・大棚・大金久・戸円集落で

十五夜豊年祭が行われました。通常、各集落に設置し

てある公民館前の土俵で豊年相撲を執り行いますが、

津名久集落（三田文麿区長・76 世帯）では、公民館

が建て替え中のため今年に限り、集落の青壮年団が手

作りした土俵で豊年相撲が行われました。土俵は、四

本柱にシイの木が立てられ、集落のお年寄りから話し

を聞いて準備が進められました。当時を知る中山昭二

公民館長によると、津名久集落の以前の公民館が完成

した昭和 42 年頃まで毎年手作りで土俵を作っていた

と言います。また、昔はソテツと並ぶ大事な食料であ

ったシイの実は、飯、粥、おじや等の身近な食べ物か

ら味噌、焼酎、醤油等を作るにも材料となり、多くの

恩恵をもたらたしたものでした。その畏敬の念から柱

はシイの木と決まっていたと言います。近年では見ら

れなくなった光景がこうして復活すると、集落のお年

寄りからはなつかしむ声があがっていました。

思勝集落（永野誠光区長・66 世帯）では、９月

19 日に「第 35 回キトバレ踊り」が開催されま

した。

　アラセツ、シバサシ、ドゥンガはシマのミハチガツ

と（八月三節）と呼ばれ、奄美大島各地で八月踊りが

行われます。以前は三日三晩かけて集落全戸を回った

と聞きますが、現在は公民館やトネヤ（集落の守り神

を祀る家）など集落の数カ所で踊るのが一般的です。

キトバレ踊りもまた存続の危機がありましたが、青壮

年団を中心に復活させ、キトバレ（祈祷祓い）の願い

を込めて踊りました。日暮れ頃になると、集落のトネ

ヤである玉井俊一さん宅に青壮年団や婦人会が集まり

集落の安全祈願をした後、玉井さん宅の庭先で「三足

踏（あしなれ）」を踊りました。各会場に移動した後

もチヂンを打ち鳴らし、男女の唄の掛け合いやハト笛

が響くと会場は盛り上がりを見せていました。

　今年は第 30 回国民文化祭かごしま 2015「大和村

国民文化祭」が 11 月 15 日に開催され、村内 8 集落

が八月踊りを披露します。村内においても集落ごとで

八月踊りは多種多様。それぞれの地域性を垣間見るこ

とができます。一同に会するまたとない機会ですので、

みなさまぜひ会場へお越し下さい。

老若男女が集まり祈祷祓い

五穀豊穣を祈願して十五夜豊年祭

思勝集落・キトバレ踊り

手作りの土俵になつかしむ声

４０年以上続く村独自の事業である敬老年金と敬

老記念品の贈呈が９月 18 日に行われました。

本村に居住する 70 歳以上の高齢者に敬老記念品が贈

られ、75 歳以上の高齢者には敬老年金も贈呈されま

した。全集落に伊集院大和村長が訪問し集落の代表者

へ手渡すと、対象者のみなさんは喜びの表情を見せま

した。

　大棚集落では伊集院村長が「日頃より集落の活性化

にご尽力頂き誠にありがとうございます。皆さんが自

分自身で体力づくり、健康づくりに取り組まれている

成果が集落の元気の源になっていると思います。これ

からも運動教室など積極的に参加して、楽しみの場を

増やし笑い合って過ごしてください。」と挨拶すると、

敬老者の代表として奥枝敬三さんから「数ある行事の

中でも一番みんなの顔がほころぶ行事の一つです。近

年は老人クラブの会員人数も減ってきました。しかし、

大棚小学校の学校応援団はじめ、いろいろな行事に積

極的に参加し、村長たちのお尻をたたくように元気に

すごしましょう。」と会場を沸かせました。

　各集落公民館では、記念品の贈呈にあわせ老人クラ

ブの会合やカラオケ大会などを開催。高齢者の賑やか

な声が集落に響き、明るい１日となりました。

将来の大和村を担う子ども達に、行政や議会の仕

組みを知ってもらおうと、８月１２日、第３回

大和村子ども議会が開催されました。子ども議会は、

村内の小学５、６年生の中から選ばれた 8 名の議員が

日頃から感じている身の回りのことや大和村の将来に

ついて質問を行うもの。子ども達は議場の雰囲気に臆

することなく堂々と意見を述べ行政への提案を行いま

した。

　子ども議員からの質問は、「県道沿いの通学路に落

石があるので、安心安全に学校へ通えるよう危険な場

所を直して欲しい」（德島成さん・大棚小６年）とい

った、切実な声や「スモモソフトクリームが発売され

たのはうれしいけれど、お小遣いで買うには高すぎま

す。また、小学生だけで大棚に買いに行くことはでき

ないので、移動販売もしてほしい。そしてタンカンの

ソフトクリームも発売してはどうですか」（細川嶺さ

ん・大和小６年）といった、するどい指摘や提案が出

されました。閉会行事で藤井俊郎教育長は、「一人ひ

とりから住み心地の良い大和村にしていこうという気

持ちが感じられました。みなさんが大和村の魅力だと

思う場所・行事・モノを、これからも大切にしてくだ

さい。」と子どもたちを称えました。

タンカンソフトクリームも商品開発

これからも楽しい毎日を。健やかに。

平成 27 年度 第３回大和村子ども議会開催

村内の敬老者に敬老年記念品を贈呈
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　平成 27 年 4 月から生活困窮者への支援制度が始ま
りました。あなたが抱えている生活の不安や心配など、
お困り事がありましたら、まずはご相談ください。相
談は無料で秘密は厳守します。相談窓口では一人ひと
りの状況に合わせた支援プランを作成し、専門の支援
員があなたに寄り添いながら、他の専門機関と連携し
て、解決に向けた支援を行います。

〈相談から支援までの流れ〉
①まずは相談窓口へ
　就労や家庭、心身の問題などをまずはご相談下さい。
②生活の状況を見つめる
　あなたの生活の状況と課題を分析し「自立」に向け
て寄り添いながら支援を行います。
③あなただけの支援プラン
　支援員はあたなの意思を尊重しながら、自立に向け
た目標や支援内容を一緒に考え、あなただけの支援プ
ランを一緒に作ります。

④支援決定・サービス提供
　完成した支援プランは自治体を交えた関係者の話し
合いにより正式に決定され、その支援プランに基づい
て各種サービスが提供されます。
⑤定期的なモニタリング
　各種サービスの提供がゴールではありません。あな
たの状態や支援の提供状況を支援員が定期的に確認
し、支援プラン通りにいかない場合は支援プランを再
検討します。
⑥真に安定した生活へ
　あなたの困り事が解決されると支援は終了します
が、安定した生活を維持できているか、一定期間、支
援員によるフォローアップがなされます。

【ご相談・問い合わせ先】
社会福祉法人大和村社会福祉協議会
電話：0997-57-2090
受付日時：８時 30 分～ 17 時 15 分
                 月～金曜日（祝日・年末年始を除く）

　国民健康保険に加入するとき、またはやめるときな

どは、14 日以内に国保（役場保健福祉課）に届け出

が必要です。

【国保に加入するとき】

・職場の健康保険をやめたとき

・職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき

・ほかの市区町村から転入したとき

・子どもが生まれたとき

・生活保護を受けなくなったとき

加入の届け出が遅れると

○国保税は加入の届け出をした月からではなく、加入

の資格を得た月から納めるので、加入の資格を得た時

点までさかのぼって納めなければならなくなります。

○保険証がないため、その間の医療費は全額自己負担

となります。

【国保をやめるとき】

・職場の健康保険に加入したとき

・職場の健康保険の被扶養者になったとき　

・ほかの市区町村に転出するとき

・死亡したとき

・生活保護を受け始めたとき

やめる届け出が遅れると

○ほかの健康保険に入ったとき、国保をやめる届け出

をしないと、国保の保険税とほかの健康保険の保険料

を両方とも支払ってしまうことがあります。

お問合せ先：役場保健福祉課（国保窓口）

国保の届け出はお済みですか

生活困窮者自立支援制度が始まりました

国民健康保険の手続き

生活の不安や心配ごとを抱えていたら、ご相談ください。

文／前田　亜希子（看護師）

国保

みなさんは緩和ケアという言葉を聞

いたことがありますか？緩和ケア

とは、体の痛みや心のつらさ、薬の治療

による副作用などを和らげることです。

　主にがんの方々が対象にされてきまし

たが、現在は心臓や肺の慢性疾患、認知

症、老衰など全ての方々にも対象が拡

がっています。

　緩和ケアでは、体の苦痛も身体だけで

なく心や人間関係等、様々な問題が重

なりあって現れているとも考えます（図

１）。

　

　身体の痛みは我慢していると眠れなく

なったり、不安が強くなったり、日々の

生活でも食事が摂れない、休息が出来な

いなどつらさが増えて、気持ちも落ち込

んでしまいます。その人にあったお薬の

調整、副作用対策を行っていき、治療や

仕事、家事など日常生活を安心して過ご

せるようサポートします。

　病気が進んでくると体が思うように動

かなくなったり、やりたいことができな

くなったりしていきます。気持ちのイラ

イラや怒り、この先はどうでもいいとい

う気持ちにもなってしまいます。そうい

う時にも緩和ケアでは気持ちを聴くとい

うケアを行っています。どんな時期にで

も希望があるからです。その希望は、奇

跡が起こってほしい、また歩いてみたい、

家族が元気でいてほしいなど、その方の

生きがいに関する希望です。苦しみや悩

みをともに見つめることで、苦しみは軽

減すると言われています。また、人それ

ぞれ希望、価値観は違いますが、緩和ケ

アではそれらを大切にして、かつ支えて

いきます。

　また、緩和ケアでは患者さんだけでは

なく、そばにいるご家族のケアも行いま

す。患者さんの苦しみをそばでみていて

辛い、何もしてあげることができないと

感じるご家族は「第２の患者」とも言わ

れています。看病で自身の体調の変化に

気づかないときもありますし、ときには

病気になったのは自分のせいだと自分自

身を責めている方もいます。

　以上、緩和ケアについて簡単にまと

めてきましたが、ご理解頂けたでしょ

うか？大和診療所では緩和ケアを含め、

様々な相談が必要な方のための「よろず

相談外来」を始めます。ご希望される方

は、大和診療所までお電話をください。

（電話：57-2053）

緩和ケア　～患者と家族 心と体のサポート～

図１

身体的苦痛

痛み

他の身体症状

日常生活の支障

社会的苦痛

仕事上の問題

経済上の問題

家庭内の問題

人間関係

霊的苦痛

人生の意味への問い

価値体系の変化

苦しみの意味

罪の意識

精神的苦痛

不安

いらだち

孤独感

うつ状態

全人的痛み

(Total Pain)
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ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
亜
熱
帯
地
方
原
産
の

小
型
の
毒
を
も
っ
た
ク
モ
で
す
。
日
本
に
は
、
資

材
等
の
輸
入
の
際
に
紛
れ
込
ん
で
侵
入
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
奄
美
大
島
で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
攻
撃
性
は
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
咬

ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
痛
み
を
と
も
な
い
ま
す
。
ま

た
、
毒
を
も
っ
て
い
る
の
は
メ
ス
だ
け
で
す
。

　

ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
家
庭
用
殺
虫
剤
や
熱

湯
等
で
駆
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
素
手
で

捕
ま
え
た
り
、
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
咬
ま
れ
た
場
合
は
速
や
か
に

医
療
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
咬
ん
だ
ク
モ
の

種
類
が
か
わ
る
よ
う
に
、
で
き
れ
ば
殺
し
た
ク
モ

を
病
院
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
生
息
す
る
場
所

・
日
当
た
り
の
良
い
暖
か
い
場
所
で
、
地
面
や
人

工
物
の
あ
ら
ゆ
る
窪
み
や
穴
、
裏
側
、
隙
間
に
営

巣
し
ま
す
。

・
屋
外
に
置
か
れ
て
い
た
傘
、
衣
類
、
お
も
ち
ゃ

等
に
付
着
し
て
、
屋
内
に
持
ち
込
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

・
屋
外
で
作
業
す
る
場
合
は
、
軍
手
な
ど
手
袋
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、「
青
少
年
育
成
の
日
」、「
家
庭
の
日
」、

「
育
児
の
日
」
を
毎
月
定
め
、
県
民
一
体
と
な
っ

た
「
郷
土
（
ふ
る
さ
と
）
に
学
び
・
は
ぐ
く
む
青

少
年
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
青
少
年
育
成
の
日
」
で

す
。
地
域
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

■
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」
で
す
。
家

族
の
ふ
れ
あ
う
機
会
を
つ
く
り
、
明
る
い
家
庭
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
毎
月
19
日
は
「
育
児
の
日
」
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
、
家
庭
・
地
域
・
職
場
で
子
育
て
を
支
え
て

い
く
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

電
話
：
０
９
９
―
２
８
６
―
２
５
５
４

E-m
ail

：youth@
pref.kagoshim

a.lg.jp

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
10
月
か
ら
日
本
国
内
の

全
住
民
に
通
知
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
異
な
る
12
桁

の
番
号
で
す
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公

共
団
体
な
ど
に
お
い
て
、
社
会
保
障
、
税
、
災
害

対
策
の
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
生
涯
を
通
じ
て
利
用
し
、
原

則
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に

確
実
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
受
け
取
り
、
有
効
に
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住
民
票
の
世
帯
ご
と
に
簡
易

書
留
で
届
き
ま
す
。
間
違
っ
て
捨
て
る
こ
と
の
な

い
よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
通
知
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
簡
易
書
留
が
届
き
ま
し
た
ら
、
内
容
物
（
①
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、②「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
の
申
請
書
と
返
信
用
封
筒
、
③
説
明
書
）
の

確
認
を
行
い
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

■
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
行
う
と
、
平
成
28

年
１
月
以
降
、
本
人
が
市
町
村
の
窓
口
で
カ
ー
ド

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

電
話
：
０
５
７
０
―
２
０
―
０
１
７
８

県
庁
情
報
政
策
課

電
話
：
０
９
９
―
２
８
６
―
２
３
８
８

　
　
　

０
９
９
―
２
８
６
―
２
３
８
９

　

９
月
か
ら
10
月
は
「
秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運

動
」
の
実
施
期
間
で
す
。

　

県
で
は
、
農
作
業
事
故
の
未
然
防
止
を
広
く
呼

び
か
け
て
い
ま
す
が
、
毎
年
約
15
件
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
に
よ
る
死
亡
事
故
の
４
割
が
ト
ラ
ク

タ
で
起
こ
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
８
割
が
小
型
機

の
転
落
・
転
倒
に
よ
る
も
の
で
す
。
安
全
キ
ャ

ブ
や
フ
レ
ー
ム
を
正
し
く
装
着
す
る
と
と
も
に
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ト
ラ
ク
タ
に
よ
る
事
故
が
起
き
や
す
い
環
境

は
、
狭
い
道
で
の
通
行
、
ほ
場
ぎ
り
ぎ
り
で
の
旋

回
、
雑
草
が
茂
っ
た
路
肩
、
早
朝
・
夕
方
の
暗
い

時
間
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
で
き
る
だ
け
避

け
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
十
分
な

休
養
を
と
り
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
無
理
な
く
農

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
経
営
技
術
課

電
話
：
０
９
９
―
２
８
６
―
３
１
５
５

FAX  

：
０
９
９
―
２
８
６
―
５
５
９
３

E-m
ail

：gijutuk@
pref.kagoshim

a.lg.jp

ハ
イ
イ
ロ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意

青
少
年
育
成
・
家
庭
・
育
児
の
日

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す

秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

AA
（
ア
ル
コ
ホ
ー
リ
ク
ス
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
＝
無

名
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
た
ち
）
と
は
、
自
ら
の

飲
酒
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
飲
酒
の
と
ら
わ
れ
か

ら
回
復
し
よ
う
と
い
う
人
た
ち
の
自
助
グ
ル
ー

プ
で
す
。「
酒
を
や
め
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
だ
け
が
AA
メ
ン
バ
ー
の
条
件
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
事
は
一
切
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、
私
た
ち
AA
あ
ま
み
ア
ダ
ン
グ
ル
ー

プ
は
、「
オ
ー
プ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
中
で
、
か
つ
て
の
問
題

飲
酒
者
で
あ
る
私
た
ち
が
ど
う
や
っ
て
飲
酒
へ
の

と
ら
わ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
か
、
メ
ン
バ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
家
の
先
生
、
行
政
関
係
者
の
講
演

な
ど
内
容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

お
酒
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
本
人
、
ご
家
族
、

医
療
・
福
祉
・
保
健
・
教
育
・
厚
生
保
護
・
他
関

係
者
の
皆
様
、
ま
た
関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

■
開
催
日
時
：
平
成
27
年
10
月
24
日
（
土
曜
日
）

午
後
１
時
10
分
～
４
時
40
分
（
12
時
30
分
開
場
）

■
会
場
：
名
瀬
公
民
館
金
久
分
館
2
回
研
修
室

　

※
参
加
費
無
料
、
会
場
出
入
り
は
自
由
で
す
。

■
主
催
：
AA
あ
ま
み
ア
ダ
ン
グ
ル
ー
プ

■
電
話
：
０
９
０
―
３
４
０
０
―
７
４
６
１

　
　
　
　
（
担
当　

求
）　

　

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
、
世
界
中
で
奄
美
大

島
と
徳
之
島
の
森
だ
け
に
生
息
し
て
い
る
、
と
て

も
希
少
な
動
物
で
す
。
し
か
し
一
方
で
、
毎
年
多

く
の
個
体
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
て
い
る
と
い
う

悲
し
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。

ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
、
生
き
も
の
た
ち

を
思
い
や
り
ま
し
ょ
う
。 

■
大
和
村
に
は
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
が
多
く

生
息
し
て
い
ま
す
。

■
毎
年
９
～
12
月
頃
に
事
故
発
生
数
が
増
加
し
ま

す
。

■
地
図
の
要
注
意
区
間
は
事
故
が
起
き
や
す
い
の

で
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
が
活
動
す
る
夜
間
は

注
意
し
、
特
に
林
道
で
は
ゆ
っ
く
り
走
行
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
ケ
ガ
を
し
て
い
た
り
、
死
ん
で
い
る
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
発
見
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
５
―
８
６
２
０

　

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
24
時
間
年
中
無

休
で
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
ひ
と
の
、
ど
ん
な
悩
み
に
も
よ
り
そ
っ

て
、
一
緒
に
解
決
す
る
方
法
を
探
し
ま
す
。

　

生
活
、
仕
事
、
住
居
、
自
殺
念
慮
、
心
、
家
庭
、

お
金
、
病
気
、
障
が
い
、
犯
罪
、
性
、
DV
・
性
暴

力
、
子
ど
も
、
法
律
・
法
的
手
続
き
、
行
政
・
そ

の
他
の
諸
手
続
き
、
教
育
、
人
間
関
係
、
外
国
籍
、

被
災
地
・
原
発
、
そ
の
他
。
電
話
相
談
の
専
門
員

が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず

に
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

電
話
：
０
１
２
０
―
２
７
９
―
３
３
８

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

つ
な
ぐ　

さ
さ
え
る
）

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。
相
談
し
た
い

こ
と
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

１　

暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
気
持
ち

や
悩
み
を
聞
い
て
欲
し
い
方

２　

外
国
語
に
よ
る
相
談

３　

性
暴
力
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

な
ど
女
性
の
相
談

４　

性
別
や
同
性
愛
に
関
わ
る
相
談

５　

自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
思
い
悩
ん
で
い
る
方

８　

被
災
者
の
方
で
困
っ
て
い
る
方

※
24
時
間
、通
話
料
無
料
。
携
帯
電
話（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）、

公
衆
電
話
か
ら
も
つ
な
が
り
ま
す
。
全
国
ど
こ
か

ら
で
も
か
け
ら
れ
ま
す
。

※
秘
密
は
守
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て

交
通
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

写真提供：環境省
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満
１
歳
お
め
で
と
う

こせきの窓

人口　1,598 人（△ 49）
男　　　778 人（△ 21）
女　　　820 人（△ 28）
世 帯　 886 戸（ △ 5）

９月１日現在
（前年同月比）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

江
﨑
　
敬
士
さ
ん
（
国
直
）

勝
間
田
　
さ
と
み
さ
ん
（
思
勝
）

ご
誕
生
お
め
で
と
う

小
浜
　
悠ゆ

ず

き
寿
希
さ
ん
（
小
浜
雅
寿
・
大
和
浜
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

三
島
　
カ
ズ
　
様
（
85
歳
・
名
音
）

赤
井
　
隆
造
　
様
（
52
歳
・
大
金
久
）

奥
田
　
信
正
　
様
（
77
歳
・
大
棚
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

三
島
　
寿
紀
　
様
（
故
三
島
カ
ヅ
様
）

奥
田
　
カ
ツ
子
　
様
（
故
奥
田
信
正
様
）

森
　
勝
子
　
様
（
故
森
誠
一
様
）

畑
島
　
健
志
郎
様
（
故
畑
島
孝
子
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

粟
根
　
尚
子
　
様
（
相
模
原
市
）

村
岡
　
忠
　
様
（
千
葉
県
）

池
畑
　
隆
行
　
様
（
鹿
児
島
市
）

石
川
　
雅
信
　
様
（
神
奈
川
県
）

長
島
　
実
和
子
　
様
（
埼
玉
県
）

末
岡
　
三
穂
子
　
様
（
東
京
都
）

寺
師
　
一
蔵
　
様
（
愛
知
県
）

小
田
　
サ
エ
　
様
（
千
葉
県
）

福
原
　
輝
義
　
様
（
さ
い
た
ま
市
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

晨
原
　
弘
久
　
様
（
龍
郷
町
）

島島
のの

　
宮
田　

一い
っ
き輝
さ
ん

　

保
護
者
：
宮
田
衣
津
茂
・
愛
さ
ん
（
今
里
）

　
中
山　

絹き
ぬ
こ子
さ
ん

　

保
護
者
：
中
山
一
三
・
友
美
さ
ん
（
津
名
久
）

ホームページ・ブログ・フェイスブックにて情報発信中

　

未
就
業
看
護
職
に
対
し
て
、
最
近
に
看
護
に
関

す
る
知
識
や
技
術
を
提
供
し
、
職
場
復
帰
を
容
易

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
27
年
度
大
島
地
区
再

就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日
：
平
成
27
年
11
月
10
日
（
火
）
～
11
月

20
日
（
金
）
の
う
ち
3
日
間

■
講
義
：
平
成
27
年
11
月
10
日
（
火
）
お
よ
び
11

日
（
水
）
9
時
30
分
～
16
時
10
分

■
実
務
研
修
：
平
成
27
年
11
月
16
日
（
月
）
～
20

日
（
金
）
の
う
ち
1
日
間
※
日
程
は
調
整
可
能　

9
時
～
16
時
・
県
内
の
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
老
人
保
健
施
設
※
施
設
は
選

択
で
き
ま
す
。

■
実
施
場
所
：
奄
美
市AiAi

ひ
ろ
ば

■
受
講
対
象
：
未
就
業
、
ま
た
は
再
就
業
1
年
未

満
の
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師

■
受
講
料
：
無
料
※
だ
た
し
、
諸
経
費
と
し
て

２
千
円
を
初
日
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
。

■
そ
の
他
：
講
義
日
の
み
託
児
を
実
施
し
ま
す
。

御
希
望
の
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
・
問
合
わ
せ
先
：
看
護
協
会
Ｈ
Ｐ

（http://k-kango.jp1

）
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
郵
送
、
来
所
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
連
絡
先
〉
公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
看
護
協
会

鹿
児
島
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

住
所
：
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
21
―
５

電
話
：
０
９
９
―
２
５
６
―
８
０
２
５

E-m
ail

：kagoshim
a@

nurse-center.net

　

遺
言
や
各
種
契
約
書
は
公
正
証
書
で
作
成
し
ま

し
ょ
う
。

　

近
年
、
遺
産
相
続
を
め
ぐ
る
争
い
や
、
金
銭
、

老
後
の
財
産
管
理
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
遺
言
や
養
育
費
の
支
払
、
金
銭
消
費

賃
借
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
契
約
、
任
意
後
見

契
約
な
ど
、
遺
言
や
大
切
な
各
種
契
約
を
、
公
正

証
書
で
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
紛

争
を
未
然
に
予
防
し
、
あ
な
た
の
財
産
や
権
利
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

名
瀬
公
証
人
役
場
で
は
、
上
記
公
証
週
間
の
平

日
（
月
曜
～
金
曜
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
相
談
時

間
を
延
長
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

当
役
場
で
の
相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話
で

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

名
瀬
公
証
人
役
場

　

住
所
：
奄
美
市
名
瀬
幸
町
12
番
22
号

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
２
―
２
６
６
１

　

特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
へ

　

特
定
健
診
の
費
用
は
村
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

ぜ
ひ
大
和
診
療
所
な
ど
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　

大
和
村
役
場　

保
健
福
祉
課

　

電
話
：
５
７
―
２
２
１
８
（
担
当
：
田
中
）

　

小
さ
な
お
子
様
の
お
ら
れ
る
ご
家
庭
の
皆
様
へ

ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾
燥
機
は
謝
っ
た
使
い
方
を
す
る

と
、
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
窒
息
し
た
り
、
や
け

ど
や
感
電
、
け
が
を
す
る
な
ど
危
険
な
状
態
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
取
扱
説
明
書
の
記
載
内

容
を
守
る
と
と
も
に
、
特
に
小
さ
な
お
子
様
が
お

ら
れ
る
ご
家
庭
で
は
、
洗
濯
機
を
使
用
さ
れ
て
い

な
い
時
に
も
お
子
様
が
容
易
に
開
け
ら
れ
な
い
よ

う
に
「
チ
ャ
イ
ル
ド
ロ
ッ
ク
機
能
」
の
活
用
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
お
子
様
に
ド
ラ
ム
内
を
の
ぞ
か
せ
な
い
！

ド
ア
が
閉
ま
る
と
閉
じ
込
め
ら
れ
て
窒
息
し
た

り
、
や
け
ど
、
け
が
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
こ
ん
な
時
は
故
障
の
お
そ
れ
が
あ
り
危
険
で
す
。

コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
触
れ
て
感
電
し
た
り
、
ド
ア

に
手
を
挟
ん
で
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
小
学
生
な
ど
の
お
子
様
に
も
周
り
で
あ
ど
ば
せ

な
い
よ
う
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
）

・
チ
ャ
イ
ル
ド
ロ
ッ
ク
機
能
の
活
用
を
！

各
社
に
て
操
作
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
取
扱

説
明
書
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、
各
メ
ー
カ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
使
用
後
は
ド
ア
を
閉
め
て
！

近
く
に
乗
り
や
す
い
台
な
ど
を
置
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■
一
般
社
団
法
人　

日
本
電
気
工
業
会

住
所
：
東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
17
番
地
4

電
話
：
０
３
―
３
５
５
６
―
５
８
８
７

大
島
地
区
再
就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

洗
濯
機
の
安
全
な
ご
利
用
ポ
イ
ン
ト

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
津
名
久
集
落
の
事
務
嘱
託
員
を
平
成
27
年

8
月
10
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
（
任
期
平

成
28
年
３
月
31
日
・
集
落
区
長
兼
務
）。
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
行
政
を
集
落
民
を
結

ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

事
務
嘱
託
員
の
紹
介

　

津
名
久
集
落
区
長　

三み

た田　

文ふ
み
ま
ろ麿
さ
ん
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〈
今
日
、
椎
の
蒸
し
菓
子
を
貰
っ
た
。
美

味
し
か
っ
た
。〉

　
「
南
島
雑
話
」
で
知
ら
れ
る
薩
摩
藩
士
・

名
越
左
源
太
が
こ
う
書
い
た
の
は
嘉
永
3

年
（
一
八
五
〇
年
）、
今
か
ら
165
年
前
の

こ
と
で
す
。
名
越
左
源
太
が
奄
美
大
島
で

過
ご
し
た
幕
末
の
時
代
も
そ
う
で
す
が
食

料
供
給
が
安
定
す
る
近
代
ま
で
、
奄
美
大

島
の
主
要
樹
木
で
あ
る
イ
タ
ジ
イ
の
実
は

長
く
保
存
が
で
き
る
た
め
救
荒
食
と
し
て

ソ
テ
ツ
に
並
び
凶
作
に
備
え
る
大
切
な
食

料
源
で
し
た
。
シ
イ
の
実
が
落
ち
る
季
節

に
な
る
と
、
島
民
は
朝
も
暗
い
う
ち
か
ら

シ
イ
の
実
拾
い
（
シ
ー
ヒ
レ
）
に
そ
ろ
っ

て
出
か
け
て
い
き
ま
し
た
。
拾
っ
た
実
は
、

茹
で
て
か
ら
乾
燥
さ
せ
一
年
を
通
し
て
保

存
さ
れ
、
冒
頭
の
椎
の
蒸
し
菓
子
の
ほ
か
、

椎
飯
、
粥
、
味
噌
、
焼
酎
な
ど
に
加
工
さ

れ
て
島
民
の
食
生
活
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

明
治
後
期
か
ら
鉄
道
の
枕
木
と
し
て
需
要

が
あ
り
伐
採
が
行
わ
れ
た
た
め
、
シ
イ
の

数
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
昭
和
30
年

代
頃
ま
で
は
シ
イ
の
実
を
買
い
取
り
に
く

る
商
人
も
お
り
、
特
に
女
性
や
子
ど
も
た

ち
が
熱
心
に
シ
ー
ヒ
レ
を
す
る
姿
が
見
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
名
越
左
源
太
が
食
し
た
「
椎
の

蒸
し
菓
子
」
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
今
村
規
子
著
「
名
越
左
源

太
の
見
た
幕
末
奄
美
の
食
と
菓
子
」（
南
方

新
社
）
に
よ
る
と
、
椎
の
蒸
し
菓
子
と
は
、

シ
イ
の
実
と
も
ち
米
を
粉
に
し
て
、
水
を

加
え
て
サ
ラ
サ
ラ
に
し
た
も
の
を
蒸
し
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。
お
餅
の
よ
う
な
柔
ら

か
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
蒸
し

羊
か
ん
の
よ
う
な
食
感
の
も
の
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
想
像
は
膨
ら
み
ま
す
。
き
っ

と
、
当
時
の
島
民
の
あ
い
だ
で
は
、
シ
イ

の
実
の
香
ば
し
さ
と
ほ
ん
の
り
と
し
た
甘

み
が
口
に
広
が
る
美
味
し
い
お
や
つ
と
し

て
楽
し
ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
シ
イ

の
実
を
使
っ
た
お
菓
子
や
食
事
は
名
越
左

源
太
も
お
気
に
入
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
で
は
シ
ー
ヒ
レ
を
す
る
こ
と
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
一
昔
前
ま
で
は
煎
っ

て
お
や
つ
に
食
べ
る
こ
と
も
珍
し
く
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
身
近
に
あ
る

木
々
を
見
渡
し
て
み
る
と
今
で
も
シ
イ
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
シ
イ
の
実
は
豊
作

の
年
、
不
作
の
年
が
あ
る
よ
う
で
す
が
今

年
の
樹
勢
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
秋
、

昔
の
人
々
の
日
常
に
想
い
を
は
せ
て
シ
ー

ヒ
レ
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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